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　　　　　 "Innocence"の 意 味 の 転 移

一 ヘ ンリー ・ジェイムズ 『アメ リカ人』 の宗教 的 ・歴史 的背 景一

中 村 紘 一・

北 村 安 津 紗

1.結 婚 は買い物

　 The.Americanは 「アメ リカ人」 の男Christopher　 Newmanの 物 語 で、一代

で財 をな した彼 は ビジネスの成功だ けで は飽 き足 らず、 自分 に相応 しい妻 を

求めて ヨー ロ ッパへ 渡 る。

　Newmanに よ れ ば、 自分 に相応 しい妻 とは"a　great　woman"(44)で あ り、

その妻 は次の よ うで なければな らない とい う。

I have succeeded, and now what am I to do with my  success  ? To make it 

perfect, as I see it, there must be a beautiful woman perched on the pile, like a 
statue on a monument. She must be as good as she is beautiful, and as clever 

as she is good. I can give my wife a good deal, so I am not afraid to ask a 

good deal myself. She shall have everything a woman can desire;  ...I want to 

possess, in a word, the best article in the market. (44)  (Z  ,'.1)

　 Newmanは ビ ジネス で成功 し富 を築 く と、 今 度 はそ の冨 を使 って完壁 な

女性 を手 にいれ た い と考 えてい る。 上 記引用 中 の"astatue　 on　a　monument"

とい う表現 か らも明 らか な ように、彼 にとって、妻 は 「自分 の成功 を象徴す

る飾 りもの」 で あ り、 さらには、「市場 の 中で最上 の商 品」で なけ れば なら

ない のだ。
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こ こで、 糸論 市場 の 中で女性 を商 品 と考 え るNewmanを 非 難 す る ことは

で きない。そ れは格別珍 しい こ とでは なか ったか らであ る。現 に、Marquise

Bellgardeは 娘 を良家 に嫁 がせ るこ とで一 家 の財産 を増 やそ うと目論 見、 ま

だ 十代 だ ったClaireを そ の意 志 を無視 して まで も60歳 の 貴族 と結 婚 させ た。

Newmanは こ う した結 婚 を 「フラ ンスに よ くあ る恐 ろ しい や り方」 と呼 ん

で いるが、若 くて 自立心 の強い画 学生Mademoiselle　 Noemiで す らも 「結婚

は裕福 に なるための よいチ ャンス」 と臆面 な く言 っての ける。

とはい え、Newmanが パ リで再 会 した 旧い 友人Mr.　 Tristramに 次 の よ う

に打 ち明 ける ときの最上級 の形容詞 の多用 は尋 常 でない。

I want the biggest kind of entertainment a man can get. People, place, art, 

nature,  everything  ! I want to see the tallest mountains, and the bluest 

lakes, and the finest pictures, and the handsomest churches, and the most 

celebrated men, and the most beautiful women. (35)

　繰 り返 される最上級 は彼 のアメ リカ人 らしい野心や貧欲 さを表 し、 この世

のすべて に 目に見 える順 番が ある と勘違 いす る下品 ・無教 養 をさ らけ出 して

いる。 さ らに直前 で も、Newmanは"Didn't　 I　say　I　wanted　 the　best?Iknow

the　best　can't　be　had　for　mere　 money,　 but　I　rather　think　money　 will　do　a　good

dea1."(35)と 述 べ てい るが、 一番 を手 に入 れ るに はお金 だけ では ど うに も

な らない ことを認め なが らも、それ でいてお金 はた いへ ん役 に立つ だろ う と

確 信 してい るのであ る。

　 彼 は、Grand　 Tourに 出発 す るに際 して も、 世界 とは"a　bazaar,　where　 one

might　 stroll　around　 and　purchase　 handsome　 things"(66)で あ ると考 えてい

た とい う。 こ こで"have"や"collect"と い う動 詞 で は な く、"purchase"と い

う動詞が使 用 されてい るこ とこそ、 お金で さま ざまな もの を手 に入 れ るこ と

がで きる とい う彼 の考 え を裏 づ けてい る。 そ して、Newmanに と って結婚

もまた買い物で あ り、金 で買 えない ことはない と信 じてい るのであ る。
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　 こ う し た こ と を 踏 ま え る と、Mrs.　 TristramがNewmanの こ と を"Ybu　 are

the　great　 Western　 Barbarian,　 stepping　 forth　in　his　innocence　 and　 might,　 gazing

awhile　 at　this　poor　 effete　 Old　World,　 and　 then　 swooping　 down　 on　it."(42)と

述 べ た こ と も 頷 け る 。

　 "Barbarian"と い う 言 葉 が 自 分 に 使 わ れ た こ と にNewmanは 不 服 で あ る が 、

し か し な が ら 、 金 さ え あ れ ば 何 で も 手 に 入 れ る こ と が で き、 貴 族 階 級 の 娘 と

の 結 婚 も 実 現 不 可 能 で は な い と 考 え て い るNewmanは 無 教 養 な"barbarian"

と 評 さ れ て も 仕 方 の な い こ と で あ る 。

2.Newmanのinnocence

　 と こ ろ で 、 上 の 引 用 中 でMrs.　 TristramはNewmanを 表 す 言 葉 と し て

"innocence"と い う 言 葉 を 使
っ て い る が 、　Martha　 BantaはNew　 essays　 on　The

Americanの 序 文 でNewmanのinnocenceに つ い て 次 の よ う に 述 べ て い る 。

the word itself has shifted from a reference to purity to one of knowing; from 

childlike freshness and charming  naiveté to the dangers faced by Americans 

lacking sufficient awareness (Banta,  27).

　 こ こで"innocence"と い う言 葉 の意、味が、　Bantaが 言 うよ うに 「十分 な認

識 を欠 いた アメ リカ人 が直面す る危機 」 にまで転移 してい るか どうか はまだ

定か でないが、 それが純粋 さ、無邪気 さといった良い意 味だ けで な く、無 知

や無教 養 とい った悪 い意味 も含 む こ とは納得 で きる。特 に、彼 のinnocence

が 無 知 と して 表 れ てい るの は、NewmanがValentinにClaireと 結 婚 した い

とい う意志 を打 ち明 けた夜 の こ とであ った。

　ValentinはNewmanが 真 剣 で あ る こ とに驚 き、 「率 直 に言 え ば、 喜 んだ

らいい のか あ きれ た らいい のか わか らないの です 」 と言 う。 なぜ あ きれる

のか わ か らないNewmanが そ の理 由 を尋 ね る と、　Valentinは"Why,　 you　are
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not　noble,　 f6r　instance,"と 答 え る 。 こ れ に 対 し て 、　Newmanは"The　 devi11

am　 not!"(「 僕 がnobleで な い な ん て と ん で も な い1」)と 言 い 張 る 。 そ ん

なNewmanにValentinは"I　 did　not　know　 you　 had　 a　title?"と 少 し 真 醐 に

な っ て 尋 ね 返 す 。 ど う も お か し い 二 人 の や り と り を 追 っ て い く と 、 ど う や

らNewmanが"noble"の 意 味 を 取 り 違 え て い る ら し い こ と に 気 づ く 。 「貴

族 」 の つ も り で 言 っ たValentinに 対 し、　Newmanは 「高 貴 」 と い う 意 味 に

解 釈 し た の だ 。 こ う し た 意 味 の 取 り違 え か ら も 、Newmanが 貴 族 と い う も

の に ほ と ん ど 注 意 を 払 っ て い な い こ と が 窺 え る 。 そ の 証 拠 に 彼 は 、Acount,

aduke,　 a　marquis?Idon't　 know　 anything　 about　 that,　I　don't　know　 who　 is　and

who　 is　not.　 But　 I　say　I　am　 noble.　 I　don't　exactly　 know　 what　 you　 mean　 by　it,　but

it's　a　fine　word　 and　 a　fine　idea;lput　 in　a　claim　 to　it.(105)と 続 け て い る 。 こ

の よ う に フ ラ ン ス の 階 級 制 度 に 疎 いNewmanの 態 度 は 愚 か で あ る と し か 言

い よ う が な く、Valentinが あ き れ て も 無 理 な い 。

　 The　Americanが 『ア ト ラ ン テ ィ ッ ク ・マ ン ス リ ー 』 に 連 載 さ れ た 当 時

Newmanの 実 る こ と の な か っ た 恋 の 結 末 に 賛 否 両 論 が あ っ た 。 例 え ば 、1887

年7月 号 のThe　 Galaxyは 、

Newman, although an honorable and respectable man, intelligent in his 

way, and well-behaved enough, is so entirely lacking in attractive personal 

qualities, and although not exactly uncouth, so raw in his manner, that no one 
wonders why the Bellegardes, being at heart dishonorable people, seize the 

first opportunity of getting rid of him"  (395).

と述 べ、Newmanの よ い面 も認 めて い る とはい え、全 体 と してBellegarde

家 の 人 々 が 彼 を 厄 介 払 い す る の は 仕 方 な い と考 え る。 本 質 的 に は

"dishonorable"な 彼 らに と
って、　Newmanは ビ ジネスの世界 で は さま ざまな

経験 を し、年齢 的 に も成熟 した男で あって も、 ある面で まった く無知 な男で

あ っ たの だ。そ して、 無知 が ゆ えに、Newmanが 犯 した、 われ われ に は同
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情できないい くつかのミスに気づ く。

3.Newmanの 政 治的無知

　 Mrs.　TristramはNewmanに 、 自分 とClaireと が 修道 院で仲 良 くなった こ

とを話 しなが ら、Claireの 家 族Bellgarde家 は プ ラ イ ドが 高 く、Claireを 厳

し く監 督 して い たた め に自分 たち の仲 を諦 めて しまわ なけれ ば なか った こ

とを打 ち明 ける。 そ して,さ ら りとNewmanに 問 う。"Do　 you　know　 what　 a

Legitimist　is,　or　an　Ultramontane?Go　 into　Madame　 de　Cintre's　drawing-room

some　 afternoon,　 at　five　o'clock,　and　you　will　see　the　bestpreserved　 specimens.

Isay　 go,　but　no　one　is　admitted　 who　 can't　show　 his　fifty　quarterings."(47)o

Legitimist(正 統 主 義者)と は、 ブル ボ ン王 朝 の嫡系 を強 く支持 す る人 々 を

指 し、Ultramontaneと は文 字 通 りに は 「山(ア ル プス)の 向 こ うの、 イ タ

リアの」 の意 味で、そ こか ら、教皇 権至上 主義者、 すなわ ち、 ローマ教皇 の

首位性 を主張す る立場 の人 を指す ようになった。John　 Carlos　Roweに よ れば、

Legitimistた ち は、ローマにお ける教 皇 の世俗 の権力(Ultramontaneの 権 力)

をベ ース に した国際 的な力 を築 くため に尽 力 した。

　 従 来 の解釈 で は、Bellgarde家 が 正 統 主義 者で あ るこ とや教 皇権至 上主 義

者 であ る こ とはやや もす る と等 閑 に付 されて きた。 しか し、Bellgarde家 の

所有 す る さ まざ まな ものが、Bellgarde家 の 政治 的 ・宗教 的な立場 を示 す有

効 な表 徴 になっ ている ことに注 意 しなけれ ばな らない。例 えば、 フル リエー

ルにあ る、Claireの 父 親 が埋葬 され るBellgarde家 の館 はア ン リ4世 の時代

の もので あ る(こ の こ とをNewmanは 地 方 の案 内書 で 知 る)。 ア ン リ4世

は、ブルボ ン朝初 代の フ ランス 国王で 、彼 のあ とブルボ ン王朝 は約180年 続 き、

これは ア ンシ ャ ン ・レジーム と呼 ばれて いる。 したが って、 フル リエー ルに

あ るBellgarde家 の館 はBellgarde家 が 正 統主 義者 と して ブルボ ン朝 を支持

してい たこ との裏付 け となってい るので ある。
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　その後のフランス政治史は以下のように要約される。1789年 フランス革命

が勃発 し、人権宣言が10月 に採択され ると、ブルボン王朝は終わ りを迎え、

それまでの王政 と封建制度は崩れ去った。だが、フランス革命 によって安定

した共和主義の政府が作 られることはなく、1799年 ナポレオン ・ボナパル ト

がフランス政権 を掌握するまでは恐怖政治が続いた。ナポ レオン ・ボナパル

トは初代皇帝を名乗 り、 フランス第一帝政(1804-1814)が 始 まった。

　ワーテルローの戦い(1814)で ナポ レオン1世 が敗北 したあと、ブルボン

朝はフランスの王座に戻って くる(フ ランス復古王政)。 しか し、 アンシャ

ン ・レジームの時代からフランスも大 きく変わっていたために、憲法の制限

を受けての復古であった。ルイ18世 が比較的そうした変化に辛抱強かった一

方で、 シャルル10世 はフランスのカ トリック教会で権力を主張することに

よって、完全な君主 として統治 しようと試みた。だが、 シャルル10世 のこう

した保守的な政治に市民の不満が爆発 し、1830年7月 革命が勃発 した。その

結果、より自由主義的で立憲的な王政がルイ ・フィリップによって築かれた

(7月 王政)。 ルイ ・フィリップは、より自由主義的な、ブルボ ン家支流のオ

ルレアン家の出身である。この7月 王政はフランス第二共和制が宣言される

1848年 まで続いた。その後、1852年 、ルイ=ナ ポレオン(ナ ポ レオン1世 の

甥)が ナポレオン3世 としてフランス第二帝政(1852-1870)を 開始するが、

普仏戦争に敗北 し、1870年 には第三共和制が成立 した。 このように19世 紀を

通 して、フランスは7つ の政府、2つ の革命 を経験 し、アンシャン ・レジー

ムとは異なる新たな社会基盤 を模索 し続けていた。

　 ここで、Newmanが パ リにやって きたのは1868年 の5月 であるとHenry

Jamesが 作品の冒頭 で明記 していることを思 い出さねばならない。つまり、

ナポレオ ン3世 の時代なのだ。する と、ValentinがNewmanに 伝 えていた

ように、正統主義者でブルボン家を支持するBellgarde家 がボナパル ト家を

面白 く思っていないことにも頷ける。

　 こうした歴史的 ・政治的背景を考慮すれば、Bengarde家 がア ンシャン ・レ
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ジームの支持者で、彼 らがパ リでも特に古いタイプの貴族であることを想定

す るのは容易である。また、そのようなBellgarde家 の娘の結婚には大きな

困難がつ きものだということも簡単に想像がつ く。

Valentinの 宗 教 的 ・政治 的背景

　 し か し、ClaireとNewmanの 結 婚 話 は 思 い の ほ か ス ム ー ズ に 進 む。

Newmanを 姉Claireの 求 婚 者 と して受 け入 れたの は、誰 よ りもまずValentin

で あ った。John　 Carlos　Roweは 、 その理 由をValentinが 教 皇 のため に戦 った

後、 親族 の超 保守 主 義 に幻 滅 し、共 和主 義 との調 和へ と傾 いた正 統 主義者

の典型 だ ったか らで はないか と考 えて いる。確 かに、Valentinは か つて イタ

リアへ 行 き、 カス テ ルフ ィラル ドで教皇 の ため に戦 った とNewmanに 語 っ

て いる。彼 はBellgardeと い う名前 の ため に、 さまざ まな行 動 の制限 を受 け、

唯一 自分 に許 され たこ とは教皇 のため に戦 うことだ けであ った と打 ち明ける。

When I was twenty, I looked around me and saw a world with everything 
ticketed  'Hands  off  !' and the deuce of it was that the ticket seemed meant 

only for me. I couldn't go into business, I couldn't make money, because I 

was a Bellegardes. I couldn't go into politics, because I was a  Bellegardes— 

the Bellegardes don't recognise the Bonapartes. I couldn't go into literature, 

because I was a dunce. I couldn't marry a rich girl, because no Bellegarde 
had ever married a  roturiere, and it was not proper that I should begin. We 

shall have to come to it, yet. Marriageable heiresses, de notre bord, are not 

to be had for nothing; it must be name for name, and fortune for fortune. 
The only thing I could do was to go and fight for the Pope. That I did, 

punctiliously, and received an apostolic flesh-wound at Castelfidardo. It did 
neither the Holy Father nor me any good, that I could see  (93).

　カステルフィラル ドの戦いは、ピエモンテ軍がローマ教皇軍に勝利 し、イ

タリア統一運動に大きく貢献 したと言われている。 ここで忘れてはな らない

のは、この時の教皇軍はいくつかのヨーロッパの国々か らのボランティアで
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形成 され てお り、 フ ラ ンス 西部 か らは多 くの フ ラ ンス貴 族 が志 願 した とい

うこ とであ る。 先 に述べ た ように、Bellgarde家 が ロ ワール河 の 近 くの フル

リエー ル とい う村 に館 を持 っ てい る こ とは、小 説 の中 で明 らか に されてい

る。 この フル リエー ル とい うのは実際 に西 フ ラ ンスにあ るボアテ ィエ とい う

市 の とな りにあ る村 で、valentinも そ の地 か ら志願 兵 として 出征 し教 皇軍 に

加 わって戦 った と考 え られ る。 しか し、教皇 軍は敗北 し、Valentinは 負 傷す る。

そ の時、正統 主義者 の彼 が教 皇 に失望 した、つ ま り、教皇権 至上 主義者 とし

て の立場 も危 う くした と考 え られ る。

　 そ うす る と、 なぜValentinは ま るで 同 盟 を結 ぶ か の よ うにNewmanを

受 け入 れ たの か が理 解 で きる。Valentinは 、　Newmanに 握 手 を 求 め なが ら、

Newmanを 好 きだ か らこそClaireと の 仲 を応 援す る ことを伝 え るが 、そ れ

だ けが 理 由 で な い。彼 は 同 時 に"Iam　 in　the　Opposition。 　I　dislike　someone

else."(109)と 付 け加 える。　Newmanは"the　 Opposition"を 彼 の兄 に対す る

反撲 と して理 解す るが、 この言葉が大 文字が始 め られ ているの は政治 的な意

味合 い を示 唆 してい るの だ。

Young　 Madame　 de　Bellegardeの 政 治的背景

　 Young　 Madame　 de　Bellegardeも またNewmanを 支 持 す る一人 で あったが、

彼 女 は夫Urbainの 主 義 の ため に自由 に どこへ で も出か けて行 くとい うこ と

が で きない と告 白す る。例 えば、彼女 はテ ユイル リー宮殿へ 行 くこ とがで き

ないが、夫 がそ れは"dreadfully　 vulgar"(201)な 場 所 として嫌悪 して いたか

らであ る。 夫が なぜ 嫌悪す るのか を彼 女 ははっ き りと述べ てい ないが、歴 史

的にナ ポ レオ ン3世 の時代 には、 テユイ ルリー宮殿 は、 ナポ レオ ン3世 と役

人 の公的施 設 と して使 われてい たこ と、 さ らに フランス第二帝 政 を誇示す る

た めに豪 華絢燗 に装 飾 を施 され てい た とい う史実 を知 れ ば、 正 統 主義者 の

Urbainが 嫌 悪す る理 由が わか るはずであ る。

　 また、Young　 Madame　 de　Bellgardeは 、　Urbainが 宮 中の 女 性 が よ く出か
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け る とこ ろだか らとい う理 由でパ レ ・ロ ワイヤ ル にす らも連 れて い って く

れ ない と嘆 く。頑 な に 自分 の 主義 を通 すUrbainに 対 して、　Ybung　 Madame

de　Bellgardeは は っ き り と"I　prefer　clever　Bonapartes　 to　stupid　Bourbons."

(202)と 述 べ て いる よ うに、 夫 ほ ど徹底 的な正 統主 義者 で は ない。そ の う

え、彼 女 はNewmanに"the　 same　 camp"(144)に 属 してい るの だか ら一緒

にBellgarde家 に復讐 しよ うとまで言 っての ける。 しか し、　Newmanは フ ラ

ンスの 政治状況 にまった く疎 くて、彼 女 の意図 を理解す ることはで きない。

　 この ようにValentinとYoung　 Madame　 de　Bellgardeは 、 彼 らの政治 的 ・宗

教 的な事 情 か ら、Newmanを 支 持 す る側 につ い た とも解 釈 で きる。彼 らは

NewmanにBellgarde家 の 政治 的 ・宗 教的立場 につ いて これほ どまで に多 く

の情 報 を与 え て くれて い る。 に もか か らわず 、Newmanが ま っ た くそれ ら

の ことについ て無知で あ りつづ けた こ とは、彼 の もっ とも重大 な欠点で あっ

た。

Newmanが 犯す ミス

　Valentinた ちのサポー トもあ り一度 はBellgarde家 に婚約者 として受け

入れられたNewmanは ヨーロッパの政治 についてもまった く疎かった。そ

れで も周囲で行 われていることについて大体の概念を得た く思い、Urbain

に何度か政治の話題 を持ちかける。そ うしたことに好奇心 を抱 くことは

Bellgarde家 を理解する上で有効な手段であ り、　Newmanの 勘のよさには脱

帽する。が、何度 目かの質問の際にUrbainの 信念が、つま り、ブルボン家

のアンリ5世 にフランス王位に即 く神聖な権利があると信 じていることが語

られるとあっさりと政治の話をするのをあ きらめて しまう。Newmanに とっ

て、Urbainの 政治的信念 は、喩 えれば、魚の骨や胡桃の殻 に食欲を抱 く風

変わりな嗜好なようなもので、それ以上には関心 を抱 くものではなかったと

い うことである。

　この ようにまった くフランスの政治 に無知で、Bellgarde家 の立場につい



46中 村 紘 一/北 村 安 津 紗

て もい っ こうに学 ぼ う と しないNewmanは そ の後 さ らに重 大 な ミス を犯す 。

　 NewmanはClaireに 婚 約 を受 け入 れ られ る と、 あろ う こ とか ナポ レオ ン

3世 と関 わ りの深 い オ スマ ン通 りにあ る 自分 の住居 にMarquise　 Bellgarde

を招 待 しよ うとす る。 事前 にUrbainが テ ユイル リー宮殿 やパ レ ・ロワイヤ

ル を嫌 悪 して い る とい う事実 を知 らされて いた に もか か わ らず 、政 治史 の

知識 を欠い ていてそ の理 由 を理解 で きていなか ったため に、 その ような ミス

を犯 して しまっ たのであ る。信仰 心 の篤い正統 主義者 のMarquise　 Bellgarde

が 申 し出 を断 り、代 わ りにBellgarde家 で 舞 踏会 を開 くこ とを提案 した こ と

も彼女 の政治 的信 念 を考 えれ ば当然 の こ とであ る。 それゆ え、その提案 は母

が とっさ に思 い つい た口実 で あ り、気 づ か ない うちにNewmanは 母 を窮地

に追 い込 んでい たのだ とい うValentinの 説 明 には頷 け る。

　 Bellgarde家 で 開 か れ た 舞 踏 会 で は、 そ こ に集 う 人 々 の 装 い に よっ て

改 め てBelglarde家 の 政 治 的 な状 況 が 知 ら さ れ る。 加 え て、"Madame　 de

Bellegarde's　 door　was　inexorably　 closed　against　the　myrmidons　 of　the　upstart

power　 which　 then　ruled　the　fortunes　 of　France."(188)と 語 られ てい る。 政

治史 を考慮す れ ば、 こ こでい う"the　upstart　power"と は もちろん ナポ レオ ン

3世 の こ とを指す のであ る。

　 そ ん な 状 況 で、 自分 の ミス に も気 づ か ず 無 邪 気 に 舞 踏 会 を満 喫 す る

Newmanに 対 し て、　Young　 Madame　 de　Bellgardeは 皮 肉 た っ ぷ りに 言 う。

"When　 I　saw　you　at　my　mother -in-law's　ball
,　taking　it　all　so　easily,　I　felt　as　if　you

were　 dancing　 on　your　grave."(278)

4.Newmanの 終 わ りなき無知

　 Newmanの 無 知 を 考 え れ ば、 こ の 舞 踏 会 の あ とす ぐ、 突 然Marquise

Bellgardeに よ ってClaireと の婚 約 を破棄 され るの も納得 され る。当 時の読

者 た ち は この破 局 に とて も残 念が ったが 、Newmanが い つ まで の 自分 の無



"Innocence"の 意 味 の 転 移 　 　47

知 に気づ か なか った ことこそが もっ とも残 念 なこ とで ある と言 え よう。

　 そ の証拠 に突 然 の破 談 を告 げ られたNewmanは そ の理 由を まった く理解

で きなか ったので ある。ClaireはNewmanと 結 婚す る にはBallgarde家 の 政

治的状 況に精通 しす ぎていた。反対 に、Newmanは 自分 を愛 して くれてい る

に もか か わ らず彼 女 が婚約 破棄 に同意 す る理 由 を理解 す るには、Ballgarde

家 に つ い て何 もか も無知 で あ りす ぎた。 フル リエ ール での 長い話 し合 い の

末、Claireは 婚 約 を破 棄 した理 由 を"lt's　like　a　religion"(242)と 涙 なが ら

にNewmanに 伝 える。 その後 も何 度 も"religion"と い う言 葉 を口にす るので

あるが、 こ こでい う"religion"は 単 に カ トリ ックや プロテス タン トとい うこ

とだけ でな く、Be11garde家 は正 統 主義者 で あ り、 また教 皇権至 上 主義者 で、

しか も、 これ まで見 て きた ようにUrbainとMarquise　 Bellgardeは プ ライ ド

も高 く、 まるで信 仰 の よ うにその立 場 を貫 くこ とを意味 してい るで のあ る。

無頓着 なNewmanに は その意味が理 解で きるわけ はなか った。

　 Claireは 修 道 院 に入 る と言 い 出す。　Bellgarde家 の 複雑 な状 況 に精通 しす

ぎた彼女 にはC.S,　 LewisがThe　 Fouy　Lovesで い う"eros"「 異 性 愛 」で は な

く"charitジ 「神 へ の愛」 を選 ぶ他 に道 は残 されて い なか った。 このClaire

の 決 断 にはNewmanは も ち ろん、　Marquise　 Bellgardeも 驚 くが、 しぶ しぶ

承諾 す る。Valentinの 決 闘の理 由 をで っ ちあ げ るほ どに世 間体 を気 にす る

Bellgarde家 に とって、娘 が アメ リカ民主 主義者 の男 と結 婚す る よ りも、修

道院へ入 る方が まだ よか ったのだ。

　 NewmanとClaireの 婚 約が破 談 になったあ と、作 品の主題 は恋 愛か ら復讐

に転 じるか に見 える。Newmanは 婚 約破 棄 を仕 向 け たMarquise　 Bellgarde

とUrbainに 復 讐 す る こ とに よって、　Claireを ま た 自分 の腕 の 中 に取 り戻す

こ とが で きる と考 えた。 それ ゆ え、Mrs.　 Breadか らMarquise　 Bellgardeが

殺 人犯であ ることをほのめかす証拠 を手 に入れ る と、Newmanは そ の秘密 を暴

露す るため にMadame　 d'Outrevilleを 訪 れる。 しか し、　Madame　 d'Outreville

がMadame　 de　Bellgardeの 大 事 な友人 で ある こ とをNewmanは 舞 踏会 の と
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きに知 らされ てい た。彼 が しっか りとBellgarde家 の 政治 的立場 を理解 して

いた な らば、Madame　 d'Outrevi11eも ま た信仰 心 の篤 い正統 主 義者 で あった

こ とは容易 に想像 で きた はず であ る。

　 彼女 はNewmanを 快 く迎 え るが 、 しか し、　Newmanが い うと ころの 「上

品 な会話 とい う壁 」、 す なわち、 その 中に入 る門は とて も見 つ け られ ない と

い う壁 を築 きあ げて しまう。興 味深 いこ とに、そ の会 話 の壁 の 内容 はすべて

政 治の ゴ シップであった。彼女 はあ の偉 大なナ ポ レオ ンを一本参 らせ た とい

う母親 の警 句の話 を し、続 いて部屋 に入 って きたイ タリアの公爵 とイ タリァ

の政治 について語 り合 った。 この会話 がな され る間、Newmanは 首 をか しげ、

沈 黙 を守 る他 なかった。彼 は ヨー ロ ッパ の政治史 に精通 してい なか ったので、

いつ の間にか会話 の壁 の外 においや られてい たのであ る。

　 この壁 の イメー ジは作 品の他の箇所 で も効果 的 に使 われてい る。

　 まず、 その イ メー ジはNewmanが フ ォーブ ール ・サ ン ・ジェル マ ン通 り

にあ るBellgarde家 を初 め て訪 れ る場 面 で現 れ る。 そ の通 りは、　Newman

に と って、東 洋 の 回教 国の宮殿 の窓一 つ ない壁 を思 わせ 、 内部 に秘 め てい

る多 くの秘 密 を暗 示 す る だ けの無 感 動 な面 を世 間 に見 せ て い る家 々 に囲

まれ てい るかの よ うだ った。Leon　 Ede1は 論 文"A　 Portrait　Rich　in　National

Ambiguities"で 、　Henry　 Jamesが た だ見 て通 り過 ぎるにす ぎなか ったフ ォー

ブー ル ・サ ン ・ジ ェル マ ン通 りにつ い て のBalzacの 文 章 を読 んで い た こ

とに言 及 してい る。Jamesも そ の 白 く高 い壁 の前 で孤 独 を感 じて いた ので

は ない か と思 わ れ る。Ede1はJamesの 苦 い 回顧 はChristopher　 Newmanに

影 響 を与 えて い るの で は な いか と示 唆 して い る。 しか し、作 者Jamesと

Newmanに は 決定 的 な違 い があ る。　Jamesは 子 供 の 頃か ら ヨー ロ ッパ に滞

在 し、加 えて、そ の後 多 くのフ ランス小説 を読 んだ結果、 ヨー ロ ッパの文化、

慣 習、 歴 史 に精 通 してい た。Newmanは フ ォーブ ー ルの古 い建 物 の なかの

貴 族の娘 と結 婚で きると信 じきって いるほ ど無知 であ った。

　 次 に、 高い壁 が現 れるの は、Claireが 修 道女 と して住む カル メル会の修道
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院の背 の高 い盲壁 をNewmanが 見 た ときであ った。 まるで全 体 が唖 で耳 が

遠 く、生命 を失 ってい るか の ような建 物 を見、 その壁 の前 に長い 間たたず み

なが ら、Newmanは こ こが 自分 の旅 の 目的地 で あ った思 いが して くる。 そ

れは 旧世 界 を代表 す るBellgarde家 を 覆 う壁 と同 じで、薄暗 く、生気 の ない

壁 で、 そ の前 で、Newmanは 自 分 の ゴールが こ う した壁 の前 に あ った こ と

にようや く気づ く。

　 Newmanは 一 度 はBellgarde家 の 壁 を通 り抜 けた ものの、 結 局 ま た壁 の

外へ 追 い や られ て しまっ たの で あ る。 彼 は カル メ ル会 の修 道 院 を後 に し、

Mrs.　Tristramの も とへ 向 か う。彼 女 との 会話 のあ と、彼 は突 然Marquise

Bellgardeの 殺 人 を証 明 す る紙 切 れ を暖 炉 へ 投 げ 入 れ て し ま う。 そ の 後、

Newmanは どの ように してその紙 切 れ を手 に入れ、 そ れを使 ってBellgarde

家 に どの よ うな復 讐 を計 画 して い た か を説 明す るが、 そ れ を 聞 いて い た

Mrs.　Tristramは 次 の よ うに述べ る。

 I suppose there is no harm in saying that you probably did not make them 

[the  Bellegardes] so very uncomfortable. My impression would be that 

since, as you say, they defied you, it was because they believed that, after all, 

you would never really come to the point. Their confidence, after counsel 
taken of each other, was not in their innocence, nor in their talent for bluffing 

things off; it was in your remarkable good  nature  ! You see they were right. 

(309)

　 彼 女 の い う"your　 remarkable　 good　 nature"は こ れ まで しば しばBellgarde

家 へ の復 讐 を諦 め たNewmanへ の 賛辞 と解釈 されて きた。 しか し、す で に

見 て きた よ う にNewmanの 終 わ りな き無知 を考 慮 す れ ば、　Newmanへ の

苦 い皮 肉 と見 な さざ るを得 ない。Newmanの 恋 物語 の見 物人 で あったMrs.

Tristramは 彼 の終 わ りな き無 知 を"good　 nature"と 呼 ぶ他 なか った に違 い な

い。 しか し、Newmanは い まだ に 自分 の欠点 に、 したが っ て、彼 女 の皮 肉

に も気 づ かない ま まであ る。 その ままアメ リカへ と戻 り、彼 が二度 とパ リへ
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戻 って くる ことはない。

このように して、歴史的な観点 か らこの作 品を見てみる と、 これまで

Newmanのgood　 natureと 信 じ られ て きた"innocence"の 意 味 は、　Martha

BantaやJohn　 Carlos　Roweが 示 唆 す る よ うに、彼 の 致 命 的 な 欠 点 で あ る

"ignorance"の そ れへ と転 移 してい る ことが検証 されるので ある
。
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